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ご寄付のお願い
殺処分ゼロを実現するために、あなたにも出来ることがあります。
あなたに合った方法で私たちの活動を支援してください。
どうぶつ基金では断続寄付と都度寄付をご用意しています。

どうぶつ基金では、飼い猫の室内飼いをお願いしています。
外に出る猫は事故や病気のリスクが高く、室内飼育の猫の寿命の半分と言われています。
また、生後6ヶ月から妊娠可能なメスは、発情期に外に出すと100％妊娠します。
もしも外に出て迷子になった時のために、
猫には首輪と迷子札をつけて、飼い主の名前と電話番号がわかるようにしておきましょう。

どうぶつ基金って
どんな団体？

公益財団法人どうぶつ基金（前
身は横浜動物福祉協会）は、
1988年に富岡操さんによって創
設されて以来、人とどうぶつが
幸せに共生できる社会づくりを
目指してきました。

顧問・山口武雄獣医師（前どう
ぶつ基金会長）の専門的意見に
沿い、全国の獣医や病院の協力
もあり、毎年数千匹の「さくらね
こ無料不妊去勢手術」を可能に
しています。自治体との恊働事
業や、近くに病院がない地域で
の出張手術など、殺処分ゼロを
目指した幅広い活動も行ってい
ます。

1,000円で
2,000円で
5,000円で

10,000円で

30,000円で
100,000円で

ワクチン1回分、またはノミ•ダニの駆除剤１か月分

オス１匹の去勢手術

オス2匹の去勢手術とワクチン１回分
またはメス１匹の去勢手術とワクチン１回分

オス4匹の去勢手術とワクチン２回分
またはメス２匹の不妊手術とワクチン２回分

オス15匹の去勢手術またはメス８匹の不妊手術とワクチン６回分

オス50匹の去勢手術

富岡操さん

山口武雄獣医師

▲さくらねこTNRを全国各地で行うどうぶつ基金のTNR車


